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正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政コスト計算書については、行政費用として、物件費の割合が高くなっており、主として治安向上対策事業費
の委託料（青色パトロールによる防犯パトロール業務委託）が占めている。
○貸借対照表については、有形固定資産として土地が増加しており、これは町屋・荒木田の両ステーションの土地
購入費用によるものである。

資産の部合計 7,682 13,195 5,513負債及び正味財産の部合計 7,682 13,195 5,513

建設仮勘定 0 0 0正味財産 ▲ 18,273▲ 53,080▲ 34,807
その他の固定資産 0 0 0 ▲ 18,273▲ 53,080▲ 34,807

40,320

建物減価償却累計額 ▲ 3,245 ▲ 7,339 ▲ 4,094 特別区債 0 0 0
工作物等 0 0 0 退職給与引当金 23,975 61,329 37,354

0

その他の流動負債 0 0

工作物等減価償却累計額 0 0 0 その他の固定負債 0 0
無形固定資産 0 0 0負債の部合計 25,955 66,275

0 0

0

特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 ▲ 3,917 ▲ 3,917当期収支差額(e)+(h) ▲ 587,475▲ 540,434 47,041

建物 10,927 10,927 0固定負債 23,975 61,329 37,354

その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0 0
2,966

土地 0 9,608 9,608
貸
借
対
照
表

勘定科目 28年度 29年度 差額 勘定科目 28年度 29年度 差額
流

動

資

産

収入未済 0 0 0流動負債 1,980

固
定
資
産

有形固定資産 7,682 13,195 5,513 賞与引当金 1,980 4,946

4,946 2,966
不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0

0

賞与・退職給与引当金繰入額 12,410 9,739 ▲ 2,671行政収支差額(a)-(b)=(c) ▲ 587,475▲ 536,517 50,958
その他行政費用 34,954 24,264▲ 10,690金融収支差額(d) 0 0 0

特別費用(g) 0 3,917 3,917特別収入(f) 0 0

361 177

分担金及び負担金 0 0 0
補助費等 42,348 46,845 4,497 使用料及び手数料 0 0 0

行政費用合計(b) 632,382 587,675▲ 44,707通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 587,475▲ 536,517 50,958

2,872 2,086 ▲ 786

施策分析シート（平成30年度）

施策No 11-04
部課名 区民生活部生活安全課
課長名 菊池

指標の推移

指標の推移

23区最少件数を目指す。

※1…ゲートウェイ犯罪とは重大な犯
罪へ手を染める契機となるもの。

指標に関する質問文

内線 493

関連部課名 防災都市づくり部道路公園課

行政評価
事業体系

分野

政策

Ⅵ 安全安心都市

11

施策名
犯罪をゆるさないまちづくりの推
進

防災・防犯のまちづくり

お住まいの地域で、犯罪への不安を感じますか？

　区内の犯罪に関する情報や被害防止策等を区民に周知し、防犯意識の向上を促すとともに、安
全・安心パトロールカーによる巡回や防犯カメラの設置等により、犯罪が起きにくい環境を整備す
ることで、誰もが安全安心を実感できるまちの実現を目指す。

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
27年度 28年度 29年度

犯罪への不安 2.99 3.04 3.06

1,999 1,900 1700

ゲートウェイ犯罪（※1）の件
数（自転車盗、万引き）（件）

1,103 921 875 850

指標に関する説明
27年度 28年度 29年度

30年度
見込み

目標値
(38年度)

施策の成果とする指標名

480

1,000刑法犯認知件数（全体）（件） 2,385

※2…強盗、侵入窃盗、ひったくり、
特殊詐欺、自動車盗などの７罪種

パトロール中の犯罪・事故等発
生件数（件）

0 0 0 0 0

163 160 155 70
指定重点犯罪（※2）の件数
（件）

198

指導員配置時における児童の交
通事故発生件数（件）

0 0 0 0 0

28年度 29年度勘定科目

438,332

減価償却費

差額

行
政
費
用

給与関係費 79,801 5,467▲ 74,334

行
政
収
入

地方税 0 0 0
物件費

▲ 184 その他 5 0 ▲ 5
不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 44,907 51,158 6,251

扶助費 0 0 0

国庫支出金
維持補修費 24,176 12,225▲ 11,951 都支出金

488,958 50,626
42,030 49,072 7,042

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 28年度 29年度 差額



No2

○犯罪の発生傾向、特に特殊詐欺の具体的な手口は日々変化していることから、警察との情報共有
を図りつつ、防災行政無線による広報を開始しており、今後も変化に柔軟に対応する施策を進めて
いく必要がある。
○区内における犯罪発生件数の継続的な低減を図るため、現在、全刑法犯認知件数の約4割を占め
ている自転車盗及び万引きについて、重点的な対策を進めていく必要がある。
○荒川区は刑法犯罪認知件数が少なく、23区内でもトップクラスの治安の良いまちであるが、アン
ケートの結果によると「犯罪への不安」を感じている区民が一定程度存在していることから、更な
る防犯対策を進めていく必要がある。
○地域ごとの防犯カメラ設置状況や犯罪件数の増減等も踏まえ、計画的な防犯環境の整備が求めら
れる。

○子どもから高齢者まで、区民が犯罪の被害に遭わないための知識を身に付けられるよう、新手の
犯罪の発生状況や対策等について、広く周知を図るとともに、学校における防犯教育を推進する。
また、町会や地域のボランティア等、地域住民が自ら行う防犯活動に対して支援を行い、区民一人
一人の防犯意識の向上を図る。
○防犯イベントや安全・安心かわら版などを通じて、「自らの手で街の治安を守ろう」という機運
を高めるとともに、業務や、ウォーキングやジョギング、緑化ボランティア活動を行いながら、地
域の見守りの活動も行う取組を拡げ、区を挙げて治安ナンバーワンのまちを目指す。
○体感治安に直結する指定重点犯罪を減少させ、より安全・安心を実感できるまちを目指すととも
に、規範意識の低下を助長し重大犯罪に手を染める契機となる自転車盗や万引きなどのゲートウェ
イ犯罪への対策を継続的に推進する。
○犯罪の発生状況の分析を行い作成した「荒川区街頭防犯カメラ設置方針」に基づき、防犯カメラ
の効果的かつ、効率的な配置を進めるほか、警察署と連携した安全・安心パトロールカーの運用な
ど、総合的な治安対策を推進する。

施策の分類
分類についての説明・意見等

30年度 31年度

現
状

今
後
の
方
向
性

○区では、指定重点犯罪の発生件数、全刑法犯の認知件数が共に減少しているが、罪種別に見る
と、指定重点犯罪である特殊詐欺の発生件数が減少傾向にあるが予断を許さぬ状況であるほか、
ゲートウェイ犯罪として位置付けられる自転車盗、万引きの発生件数が全刑法犯認知件数の約4割
を占めている。
○区民へのアンケート結果によると、「犯罪への不安を感じている」と回答した人と「感じない」
と回答した人の割合は共に3割程度となっている。
○安全・安心パトロールカーによる巡回、防犯カメラの設置、安全安心ステーションを拠点とした
パトロール等、犯罪を抑止するための環境整備を進めている。

施策の現状・課題・今後の方向性

課
題

　誰もが安全安心に暮らすことのできるまちづくりを推進するため
に、地域・警察・区が一丸となって犯罪抑止に取り組む必要があ
る。

重点的に推進 重点的に推進



30,050 33,138 30,050 33,138 推進 推進
　保育園児の安全確保のた
めに継続して推進する。

81,467 76,728 78,412 73,161 推進 推進
　地域の交通安全や防犯の
ために必要である。

71,417 80,770 65,316 73,646 継続 継続
　夜間における道路上の照
度を保つために必要な事業
である。

59,237 11,529 59,237 64,085
重点的
に推進

重点的
に推進

　区民の防犯意識の向上や
犯罪抑止のためあらゆる対
策を実施し、治安ナンバー
ワンを目指す。

1,552 470 1,091 470 継続 継続
　幼稚園等の安全設備充実
のために継続して推進す
る。

33,133 37,537 15,306 17,349 推進 推進
　児童の安全確保のため、
継続して実施する。

17,179 17,458 11,802 19,971
重点的
に推進

重点的
に推進

　地域における防犯活動の
拠点であることから、優先
度が高い。

30,779 36,567 20,060 28,882
重点的
に推進

重点的
に推進

　犯罪抑止及び地域の防犯
力の向上を図るため優先度
が高い。

25,038 7,685 11,319 15,959
重点的
に推進

重点的
に推進

　特殊詐欺被害１件の被害
額が大きく、区民に与える
ダメージが大きいことか
ら、被害撲滅のためのあり
とあらゆる施策を推進して
いく。

分類についての説明・意見等

31年度30年度

施策推進のため
の分類

29年度28年度

決算額（千円）

29年度28年度

行政費用（千円）

重点的
に推進

　犯罪認知件数の約4割が自
転車盗難であることから、
実態に即した取組みを集中
的に行う必要がある。

重点的
に推進

27,39519,99731,23827,078

11-04-15

学童クラブ安全対策事業 10-02-17

街路灯維持事業

街路灯新設改修事業 11-04-16

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業
No

自転車盗難対策 04-06-01

保育園安全見守り事業 10-03-15

私立幼稚園等安全推進事
業費補助

10-01-22

治安向上対策事業 04-06-09

荒川区安全・安心ステー
ション

04-06-02

04-06-08

防犯カメラを活用した防
犯環境の整備

04-06-06

特殊詐欺対策



重点的
に推進

継続

　都補助金の使用状況か
ら、３０年度を最後に設置
を完了する見込みである。
設置したカメラについて継
続的に活用していくため、
維持補修等の整備を行って
いく。

18,389 16,898 16,393 16,380 継続 継続
　休日や夜間の校内の安全
確保のため継続実施する。

重点的
に推進

重点的
に推進

　見守りを行うことにより
事故等の発生を抑止するた
め、極めて優先度は高い。

30,530 31,478 29,754 30,670 継続 継続

　夜間における学校施設の
適切な管理及び安全の確保
を図るため、継続して実施
する必要がある。

14,314 14,789 13,538 13,981 推進 継続

　夜間における学校施設の
適切な管理及び安全の確保
を図るため、継続して実施
する必要がある。

1,825 1,825 継続 継続
　活用策についてさらに検
討を進める。

49,431 51,640 48,655 50,832 推進 推進
　通学する児童の交通安全
の確保のため継続して推進
する。

42,068 46,655 41,292 45,847 推進 推進
　児童の安全確保のため継
続して推進する。

小学校通学路の防犯カメ
ラ設置

13-01-18

機械警備（小学校） 13-02-03

19,055 18,146 12,849 11,687

学校安全パトロール 13-01-11 32,364 34,019 31,588 33,210

13-01-09

11-04-17

私道照明灯新設事業 11-04-18

19,741 19,748 17,723 17,617

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業
No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度 28年度 29年度 30年度 31年度

　夜間における道路安全確
保のため、継続していく。

2,601 2,633

私道・商店街照明灯助成
事業

学校情報配信システム 13-01-07

児童交通安全対策費

継続 継続
　夜間における通行の安全
を確保するため、継続して
実施していく。

10,761 9,349 8,474 6,679 継続 継続

学校夜間管理(小学校） 13-01-12

学校夜間管理（中学校） 13-01-13

児童安全推進員 13-01-10



590,948548,883587,675632,382

継続 継続
　休日や夜間の園内の安全
確保のため継続実施する。

9,329 8,034 7,333 7,516 継続 継続
　休日や夜間の校内の安全
確保のため継続実施する。

分類についての説明・意見等

28年度 29年度 28年度 29年度 30年度 31年度

機械警備（中学校） 13-02-08

機械警備（幼稚園） 13-02-12 6,869 1,166 6,869 648

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業
No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類

合　計


